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第 例会定回５ 【 ９月１日～９日 】

借入金・預金の残高

令和３年度特別会計決算

令和３年度一般会計決算 　
令
和
４
年
第
５
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
１
日
〜
９
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

﹁
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計

の
決
算
認
定
﹂﹁
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
﹂
﹁
条
例
の
制
定
、

一
部
改
正
﹂
﹁
専
決
処
分
の
承
認
﹂
﹁
財
政
の

健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
﹂﹁
片
品
村
振
興

公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
﹂﹁
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
﹂
等
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

    合　　計

歳入決算額

歳出決算額

繰越明許費繰越額

実質収支額

４６億７，７５０万４千円

２２億３，６２４万１千円

基金へ繰入

令和４年度予算へ繰越

内　訳

２億６，０００万円

２億５，３７１万１千円

（前年度比 1 億 9,443 万 4 千円減   ）

（前年度比３億 8,036 万 5 千円増   ）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４４億３，８５０万６千円

３８億７，３９９万７千円

      ５，０７９万８千円

５億１，３７１万１千円

会 計 名 歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和４年度へ繰越
実質収支額

(うち、一般会計から繰入)

7 億 3,843 万 3 千円

１億 8,554 万 4 千円

6 億 3,029 万 9 千円

１億 4,311 万 7 千円

5,905 万 4 千円

17 億 5,644 万 7 千円

2,197 万 5 千円 

647 万 9 千円 

2,884 万円 

1,022 万 5 千円 

 

58 万 9 千円 

6,810 万 9 千円

 繰越明許費 

181 万 1 千円 

歳出決算額

7 億 1,645 万 8 千円

1 億 7,906 万 5 千円

6 億 145 万 8 千円

１億 3,108 万 1 千円

5,846 万 5 千円

16 億 8,652 万 7 千円

1,100 万円

1,443 万円

2,543 万円

1,097 万 5 千円

647 万 9 千円 

1,441 万 1 千円 

1,022 万 5 千円 

58 万 9 千円 

4,267 万 9 千円

(5,505 万 9 千円）

（1,908 万 2 千円）

（9,546 万 7 千円）

（7,434 万 2 千円）

（2,045 万 1 千円）

(2億6,440 万 1 千円）

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

  合　　 計

０円

2 億３３０万 1 千円

０円

２億８,００２万 7 千円

４億８,３３２万 8 千円

１億５,３６０万円

４,１００万円

１億４,４６３万 3 千円

０円

３億３,９２３万 3 千円

年度末村債他（借入金）現在高

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

※村債他現在高は千円未満を四捨五入、基金現在高は千円未満切り捨て。

会計名 年度末基金（預金）現在高

※千円未満を四捨五入（基金残高は切り捨て）しています。
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令和３年度　片品村振興公社㈱の経営状況の報告

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

公社の総売上　　  　　　 ５億 3,459 万 5千円　
公社税引前の当期利益額　　　　 148万 2千円
公社税引後の当期利益額　　　　 113万 3千円

入館者数　　　　　　　  １１０，７４８人
（村外利用者 85,364 人、77.1%）
売上代金　　　　    ＋1 億 4,073 万 6 千円
仕入代金　　　　　　     −3,209 万 7 千円
販売管理費 　         −1 億 1,560 万 5 千円
営業外収益　　　　　　    ＋724 万 2 千円
税引前の当期利益額　　　　　27 万 6 千円

入館者数　　　　　　　　　２６，６１０人
（村外利用者 15,698 人、59.0%）
売上代金　　　　 　　   ＋1,127 万 6 千円
仕入代金　　　　　　       −104 万 2 千円
販売管理費 　               −1,167 万 8 千円
営業外収益　　　　　    　＋131 万 2 千円
税引前の当期利益額　　　 ▲  13 万 3 千円

利用者数　　　　　　　　１４８，０４０人
売上代金　　　　    ＋2億 1,596万 4 千円
仕入代金　　  　     −1 億 2,326万 9 千円
販売管理費 　                     −9,659 万円
営業外収益　　　　      　＋475 万 3 千円
税引前の当期利益額　  　　　85 万 8 千円

アウトドア事業所
オグナほたかスキー場
ほたか牧場キャンプ場（ （

▲

利用者数　　　　　　　　   ５８，９０７人
売上代金　　　　    ＋1 億 6,661 万 9 千円
仕入代金　　  　     　　−1,342 万 5 千円
販売管理費 　         −1 億 5,338万 4 千円
営業外収益　　　　     　　　   ＋67 万円
税引前の当期利益額　  　　　      48 万円

（３年度はスキー場のみ運営）

※千円未満を四捨五入してありますので、集計した際に誤差が出る場合があります。

令和３年度の村債は、2億 8,725 万円で

ある。

村道須賀川・築地線　落石防止柵設置工

事、細工屋橋橋梁長寿命化対策工事、村
道や林道の維持修繕工事、県営牛の平地区水利施

設保全高度化事業などのハード事業の他、スクー

ルバス管理運営事業などのソフト事業にも充当さ

れている。

村税の収納率は 81.0％であり、前年度よ
り 0.9 ポイントの減となり、収入未済額
は１億 2,333 万 2,818 円で、前年度より
504万 9,321 円の減となっている。収入

未済額については、固定資産税が多くを占めてい

て、今後も早期の滞納整理など適切な処理が必要

である。

地方交付税は 23億 884 万円で、前年度

より 2 億 9,258 万 6,000 円の大幅な増

額となっており、歳入総額の 52.0％を占

めている。

国民健康保険税の収納率は 81.8％で、前
年度より 0.4 ポイント低くなっている。
療養諸費に対する１人あたりの保険者負
担分は 27万 4,348 円（年間）で、前年度

より 29,522 円増加している。被保険者の高齢化
や医療の高度化、医薬品の高額化等による医療費
の増大など、非常に厳しい運営が予想される。

水道料の収納率は、74.6％であり、前年

度より 2.8 ポイント高くなっている。堅

実な運営を図るため、未収金の解消に引

き続き努力されたい。

下水道への加入率は 64.8％で、前年度よ
り 0.8 ポイント高くなったが、更なる適
切な対応を望む。

一般会計及び特別会計の決算は正しく、
証拠書類も良く整理され、会計経理は適
正である。行政改革、地方分権、少子高
齢化への対応や住民福祉の拡充、新型コ

ロナウイルス感染症対策など様々な行政問題が山

積する中であるが、住民のニーズをできるだけ速

やかに把握するとともに、計画的、かつ、効率的

な行財政の運営と安定した事業計画の立案に心掛

け、住民福祉の向上や明るく活気ある村づくりの

ための施策を望むものである。

後期高齢者医療の令和４年３月末現在の
被保険者は 861人であるが、引き続き迅
速かつ適正な各種医療給付の実施に務め
ていただきたい。

員委査 見意審監 査の
チェック
します

村債

地方
交付税

水道料

介護保険については、高齢化がさらに進

む中、引き続き高齢者に対する介護の問

題が大きな課題となっているが、高齢者

が住み慣れた地域で自分らしく人生を全
うできるよう介護サービスの充実に努力していた

だきたい。

介護
保険

下水道

後期
高齢者
医療

一般会計
特別会計

国民
健康
保険

村税



令和４年度９月補正 主な一般会計補正

歳　　入

地方交付税

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

村債

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

歳　　出

27,080

12,129

3,331

16,972

124,142

27,899

▲162

4,341

47,261

10,505

825

6,030

4,096

223,710

1,371

▲77,000

（単位：千円）

一般会計 3,801,392

756,521

114,000

609,608

282,840

66,568

216,798

10,111

5,979

15,097

171,414

215

4,018,190

766,632

119,979

624,705

454,254

66,783

会　計　名 歳入歳出補正前 補正額 補正後

（単位：千円）

国民健康保険

簡易水道

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

登戸組長　戸丸金久

大品水道組合村営水道推進委員会

委員長　　小山隆之

承認
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財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

資金不足比率

実質赤字比率

特別会計の名称

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

資金不足比率 備　　考

令和３年度 ー（赤字 0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 4.9 ー

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、
　大変良好な比率となっています。

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村税や交付税などの収入に
対して、借金返済額がどの
程度の割合になるかを示す
指標です。

ワンポイント解説

*資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20% 以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。

地方自治法第１７９条
第１項の規定により 専決処分の報告があり承認されました

令和４年度
片品村補正予算
（第３号）

○近年の猛暑に対応するための片品保育所へのエアコン設置工事と、村内経済の活
　性化を目的に、群馬県の「愛郷ぐんまプロジェクト」に連携した商品券の付与事
　業を実施するための補正予算で歳入歳出予算の総額にそれぞれ 4,810 万円を追加
　し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 38 億 139 万 2 千円とするもの。

受　理
年月日

令和４年

７月２２日

陳情第１号

「登戸・ペンション地域」を

村営水道にお願いすることに

関する陳情書

産業民教

常任委員会
採択

件　　名 陳  情  者 付託委員会 審議結果

９月定例会において審議された陳情は、下記のとおり決定しました。

陳 情  審  議  結  果  一  覧  表



　片品村固定資産評価審査委員の星野幸男氏（花咲）の任期満了に伴い、引き続き

同氏が委員に選任されました。

片品村固定資産評価審査委員会委員の選任選任

第５回定例会・ようこそ有権者5

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome

片品村条例の制定・一部改正
★片品村庁舎建設基金条例の制定

★片品村企業版ふるさと納税基金条例
　の制定

★片品村職員の育児休業等に関する条例の
　一部改正

★片品村パートタイム会計年度任用職員の
　報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
　例の一部改正

★片品村フルタイム会計年度任用職員の給
　与に関する条例の一部改正

★片品村税条例等の一部改正

★片品村農業委員会の委員の定数に関する
　条例の一部改正

★片品村営スノーパル・オグナほたか
　施設利用料徴収条例の一部改正

昭和 53年の建設以来、著しい老朽化及び近年、全
国で頻発している大規模災害を考慮し、将来的な庁
舎建設に備え基金条例を制定するもの。

地域資源を活用し、持続可能な村づくりをすすめる
為、賛同していただける企業からの寄付を募り、未
来に向けた財源を確保するため基金条例を制定する
もの。

国家公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、
育児休業の取得回数制限の緩和や、育児参加のため
の休暇の対象期間を拡大できるよう、条例の一部を
改正するもの。

地方公務員等共済組合法の改正に伴い、パートタイ
ム会計年度任用職員等が地方公務員共済組合員とな
る。今後、福祉事業に関する積立金及び貸付けに係
る償還金を給与から控除する旨の規定を設けるた
め、条例の一部を改正するもの。

地方税法の改正に伴い、片品村税条例等の一部を改
正するもの。

オートゲートの導入に伴うチケット代金の見直し及
び、利便性向上のためリフト券種の見直しを行うた
め、条例の一部を改正するもの。

農業委員会法施行規則の一部改正に伴い、条例の一
部を改正するもの。

地方公務員等共済組合法の改正に伴い、フルタイム
会計年度任用職員の給与から福祉事業に関する積立
金及び貸付けに係る償還金を控除する旨の規定を設
けるため、条例の一部を改正するもの。

有権者になるにあたって
群馬県立尾瀬高等学校 １年 吉野　実和 さん
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の

日
本
を
引
っ
張
っ
て
い

く
若
者
に
は
特
に
投
票

所
へ
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
で
す
。

　
私
が
選
挙
権
を
得
た

ら
投
票
に
行
き
ま
す
。

今
ま
で
の
私
の
よ
う
に

選
挙
に
無
関
心
で
は
だ

め
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
興
味
を
持

っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

り
、
調
べ
た
り
し
た
い

で
す
。
立
候
補
者
の
中

に
私
の
未
来
を
託
し
て

も
よ
い
と
思
え
る
人
が

い
る
と
思
い
ま
す
。
し

っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、

私
の
一
票
を
未
来
に
託

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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6議案内容及び議決一覧

第５回定例議会の主な議案内容及び議決一覧

片品村庁舎建設基金条例の制定について
議　案
第32号

議　案
第33号

議　案
第34号

議　案
第35号

議　案
第36号

議　案
第37号

片品村企業版ふるさと納税基金条例の制定
について

全会一致
原案可決

片品村職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例について

全会一致
原案可決

片品村パートタイム会計年度任用職員の報
酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

片品村フルタイム会計年度任用職員の給与に
関する条例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

片品村税条例等の一部を改正する条例に
ついて

全会一致
原案可決

片品村農業委員会の委員の定数に関する条
例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用
料徴収条例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第38号

議　案
第39号

令和３年度片品村一般会計歳入歳出決算の
認定について

令和３年度片品村国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認　定
第１号

認　定
第２号

令和３年度片品村簡易水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

認　定
第３号

令和３年度片品村介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

認　定
第４号

令和３年度片品村下水道事業等特別会計歳
入歳出決算の認定について

認　定
第５号

令和３年度片品村後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

認　定
第６号

専決処分の承認を求めることについて
承　認
第３号

財政の健全化判断比率等について
報　告
第５号

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

報告案件

報告案件

全会一致
原案可決

報　告
第６号

片品村振興公社株式会社の経営状況の報告
について

同　意
第２号

片品村固定資産評価審査委員会委員の選任
について

議　案
第40号

令和４年度片品村一般会計補正予算
（第４号）について

議　案
第41号

令和４年度片品村国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）について

議　案
第42号

令和４年度片品村簡易水道事業特別会計補
正予算（第１号）について

議　案
第43号

令和４年度片品村介護保険特別会計補正予
算（第１号）について

議　案
第44号

令和４年度片品村下水道事業等特別会計補
正予算（第１号）について

議　案
第45号

令和４年度片品村後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

※欠席議員は「−」で、議長は「＼」で表示

飯
塚 

美
明

星
野 

栄
二

髙
山 

悦
夫

萩
原 
正
信

後
藤 

眞
平

千
明
　 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

千
明 

道
太

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 

和
典

議
員
名

議
決
結
果

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号

議　案　内　容

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－

kata-ski2
テキスト ボックス
－



一  般  質  問

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
７
波
に
よ
る
観
光
業
へ

の
影
響
に
つ
い
て

萩原  和典 議員

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
１
月
に

︵
村
長
︶

国
内
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ

れ
、
３
月
に
は
全
国
の
新
規
陽
性

者
が
初
め
て
１
０
０
人
を
超
え
、

４
月
７
日
か
ら
は
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
人

と
人
と
の
接
触
機
会
を
８
割
に
削

減
す
る
目
標
を
掲
げ
、
全
国
の
知

事
か
ら
は
、
飲
食
店
を
始
め
と
し

て
幅
広
い
業
種
に
休
業
要
請
が
出

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期

な
ど
の
対
応
が
主
催
者
に
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
感
染
者
数
は
、
減
少
、

拡
大
を
繰
り
返
し
、
現
在
、
第
７

波
を
迎
え
全
国
の
１
日
の
感
染
者

は
　
万
人
を
超
え
る
勢
い
で
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
片
品
村
に
お
い

て
も
各
産
業
で
多
大
な
影
響
を
受

け
、
宿
泊
施
設
も
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
村
内
宿
泊
者
数

は
、
観
光
協
会
に
よ
る
と
コ
ロ
ナ

影
響
前
と
比
較
し
、
令
和
２
年
度

に
つ
い
て
は
２
割
程
度
、
令
和
３

年
度
は
３
割
程
度
ま
で
減
少
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
日
帰
り
の
来

訪
者
は
、
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
新
規
感
染
者
の
高
止

ま
り
の
た
め
団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
片
品
村
が
実
施
し
た

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
村
民

を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
、
令
和

２
年
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
、
水
道
基
本
料
金
の
免
除
、
商

品
券
の
配
布
、
令
和
３
年
に
は
商

品
券
お
よ
び
燃
料
券
の
配
布
、
令

和
４
年
で
は
商
品
券
の
配
布
と
今

後
予
定
し
て
い
る
も
の
で
は
、
水

道
基
本
料
金
の
免
除
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
を
対
象
と
す
る

も
の
と
し
て
は
、
令
和
２
年
に
事

業
者
応
援
給
付
金
を
事
業
種
ご
と

に
給
付
し
、
そ
の
う
ち
宿
泊
事
業

者
に
お
い
て
は
、
客
室
数
に
応
じ
、

最
少
で
も
　
万
円
を
給
付
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

宿
泊
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
や
固
定
資

産
税
の
減
免
、
令
和
３
年
に
は
、

２
度
目
と
な
る
事
業
者
応
援
給
付

金
の
支
給
と
感
染
防
止
対
策
支
援
、

ま
た
誘
客
支
援
と
し
て
愛
郷
ぐ
ん

ま
事
業
と
連
携
し
た
商
品
券
付
与

事
業
の
３
度
目
を
現
在
、
実
施
し
、

実
施
期
間
を
愛
郷
ぐ
ん
ま
事
業
の

延
長
に
伴
い
１
ヶ
月
間
延
長
し
て

９
月
末
ま
で
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
続
く
も
の
と
し

て
、
継
続
し
た
支
援
は
必
要
で
す
。

群
馬
県
で
も
国
の
全
国
旅
行
支
援

を
実
施
す
る
ま
で
の
間
、
切
れ
目

な
く
事
業
者
支
援
を
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き

県
と
連
携
を
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
他
の
自
治
体
の
宿
泊

事
業
者
へ
の
支
援
の
例
と
し
て
伊

香
保
町
で
は
、
国
の
事
業
復
活
支

援
金
の
採
択
事
業
者
に
対
し
て
採

択
金
額
の
　
分
の
１
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
支
援
金
は
、
１
事
業
者

数
万
円
程
度
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
町
外
で
接
種

す
る
場
合
に
旅
費
、
昼
食
代
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
片
品
村
全

体
の
状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
片
品
村
と
同
じ
よ

う
に
合
宿
な
ど
の
団
体
の
利
用
者

が
多
い
他
の
自
治
体
の
状
況
も
確

認
し
、
協
力
し
な
が
ら
国
や
県
か

ら
の
支
援
が
可
能
か
な
ど
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
旅
館
組
合
連

合
会
に
は
、
災
害
時
の
協
力
を
い

た
だ
け
る
よ
う
協
定
を
締
結
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
片
品
村
と
し
て
も
今
年
度
実
施

し
て
い
る
﹁
か
た
し
な
満
喫
ツ
ア

ー
事
業
﹂
の
結
果
な
ど
も
考
慮
し
、

宿
泊
利
用
者
が
増
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
片
品
村
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
情
報
発
信
を
さ

ら
に
強
化
し
、
関
係
機
関
や
協
定

を
締
結
し
て
い
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
第
７
波
に
よ
り
、
片
品
村
で
は

各
産
業
で
多
大
な
影
響
を
受
け
て

い
る
。
特
に
観
光
業
に
お
い
て
は

主
に
夏
休
み
中
の
合
宿
を
受
け
入

れ
て
い
る
各
宿
に
お
い
て
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
い
で
い
る
状
況
に
あ

る
。
今
年
こ
そ
は
通
常
の
年
に
近

い
集
客
を
見
込
ん
で
い
た
が
３
年

続
い
て
こ
の
状
況
は
、
打
撃
も
大

き
く
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

対
策
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

問

10

20

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
支
援
策

テーマ

7

20



8常 任 委 員 会

答

協
議
事
項

問　
　
ほ
た
か
牧
場
キ
ャ
ン
プ
場
事

業
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

問　
　
尾
瀬
の
ア
ヤ
メ
平
の
夏
の
観

光
振
興
策
と
富
士
見
小
屋
の
状
態

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
　
令
和
元
年
に
国
家
公
務
員
等

の
副
業
に
関
し
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
、
役
場
職

員
の
副
業
許
可
基
準
を
定
め
、
道

の
駅
等
の
繁
忙
期
に
応
援
で
き
る

よ
う
な
取
組
が
で
き
な
い
か
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

わ
く
わ
く
体
験
棟
の
一
部
を
改

築
し
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
の
整

備
と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
受
付
が
で

き
る
施
設
を
設
置
し
下
側
の
斜
面

に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を　

棟
ほ

ど
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
わ
く
わ

く
体
験
棟
の
改
築
と
、
テ
ン
ト
サ

イ
ト
の
整
備
と
し
て
土
工
事
と
テ

ン
ト
を
乗
せ
る
下
地
を
整
備
し
、

来
年
度
、
営
業
前
に
テ
ン
ト
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

昨
年
、
鳩
待
、
大
清
水
、
そ
れ

か
ら
富
士
見
を
併
せ
た
３
つ
の
尾

瀬
の
入
山
口
の
整
備
を
進
め
た
い

と
し
て
、
国
の
補
助
事
業
が
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富

士
見
小
屋
の
取
壊
し
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
の
後
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
や
休
憩
所
、

カ
フ
ェ
な
ど
の
設
置
を
計
画
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
イ
ー
バ
イ
ク
の
利
用
も
検

討
し
、
８
月　

日
に
富
士
見
下
か

ら
富
士
見
小
屋
ま
で
の
試
乗
会
を

行
い
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
協
力
し
て
、
来
年

７
月
頃
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

の
一
部
と
し
て
は
、
ア
ヤ
メ
平
を

楽
し
む
こ
と
を
裏
尾
瀬
と
題
し
、

手
ぶ
ら
で
大
自
然
を
満
喫
な
ど
の

企
画
と
し
て
、
富
士
見
下
か
ら
の

入
山
に
イ
ー
バ
イ
ク
を
利
用
し
、

食
事
に
つ
い
て
は
特
別
な
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
を
用
意
し
た
り
、
新
た
な

楽
し
み
方
を
考
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に

は
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
開
催
計
画
、

冬
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
来
年
２

月
頃
か
ら
冬
の
ツ
ア
ー
を
行
う
予

定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
道

路
整
備
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、

夏
と
冬
の
両
方
を
楽
し
め
る
よ
う

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
︵
住
民
課
長
︶

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

受
付
に
つ
い
て
は
、
８
月　

日
の

土
曜
日
と　

日
の
日
曜
日
に
休
日

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
申
請
の

実
績
は
、
８
月　

日
が　

名
、
８

月　

日
が　

名
で
し
た
。
申
請
の

ほ
か
に
、
こ
の
２
日
間
で
交
付
を

し
た
の
が
７
名
、
そ
れ
か
ら
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
の
相
談
が
４
名
で
、

２
日
間
で
１
２
０
名
の
方
に
来
庁

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
８
月
末

現
在
の
交
付
の
件
数
は
、
１

４
７

９
件
で
、
交
付
率
は　

％
で
す
。

　

今
後
の
推
進
プ
ラ
ン
で
す
が
、

９
月
以
降
に
つ
い
て
も
土
曜
日
の

午
前
に
窓
口
開
設
を
２
日
間
、
そ

れ
か
ら
夜
間
、
午
後
７
時
ま
で
の

開
設
を
２
日
間
実
施
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
先
月
末
か
ら
は
、
希

望
の
あ
っ
た
村
内
の
各
企
業
を
訪

問
し
て
、
申
請
の
受
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休

日
臨
時
窓
口
申
請
の
実
績
と
交
付

率
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
今

後
の
推
進
プ
ラ
ン
等
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　

役
場
の
職
員
、
つ
ま
り
地
方
公

務
員
は
、
営
利
企
業
を
営
み
、
ま

た
報
酬
を
得
て
、
い
か
な
る
事
業

も
し
く
は
事
務
に
も
従
事
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
国
家
公
務
員
同
様
、
副
業

を
す
る
こ
と
が
強
く
制
限
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
片
品
村
に
お
い
て
は
、

地
区
役
員
や
消
防
団
員
な
ど
に
つ

い
て
は
、
営
利
企
業
等
従
事
許
可

申
請
の
提
出
が
さ
れ
た
も
の
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
か
ら
の
理
解
が
得

ら
れ
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
が
、

非
常
に
難
し
い
問
題
も
あ
り
、
慎

令
和
４
年
度

補
正
予
算
に
つ
い
て

所
管
事
務
に
つ
い
て 10
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庁
舎
、
村
内
学
校
、
保
育
所
、

体
育
館
な
ど
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
施
設
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
お
り
、
現
在
、
村
の
施
設

で　

台
ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
設
置
場
所
の
一
覧
等
に
つ
い

問　
　
近
年
、
様
々
な
災
害
が
激
甚

化
し
て
い
る
が
、
万
が
一
、
災
害

が
起
き
た
時
の
ご
み
の
仮
置
き
場

や
運
搬
、
収
集
方
法
に
つ
い
て
、

片
品
村
で
は
災
害
ご
み
の
処
理
計

画
及
び
策
定
等
が
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
県
や
近
隣
の
市
町
村

等
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

16

（
委
員
長
　
萩
原
　
和
典
）
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答
︵
副
村
長
︶

　

全
国
で
は
農
業
支
援
と
い
う
こ

と
で
、
青
森
県
の
弘
前
市
で
は
り

ん
ご
の
収
穫
の
手
伝
い
、
そ
し
て

和
歌
山
県
の
有
田
市
で
は
ミ
カ
ン

の
収
穫
の
手
伝
い
、
そ
し
て
福
島

県
の
伊
達
市
で
は
桃
の
手
伝
い
と

い
っ
た
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
職

員
が
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　

災
害
時
の
ご
み
の
収
集
運
搬
方

法
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
収
集
体

制
で
は
対
応
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
片
品
村
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
の

が
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

仮
置
場
の
指
定
で
す
が
、
公
有

地
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
想
定

し
、
管
理
を
し
て
い
る
部
署
、
指

定
管
理
者
等
と
事
前
に
調
整
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
発
災
直
後
の
被
災
家

庭
の
片
づ
け
は
す
ぐ
に
始
ま
り
、

廃
棄
物
の
排
出
が
発
生
す
る
た
め
、

速
や
か
に
仮
置
場
を
始
動
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
群
馬
県

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
県
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
群
馬
県
産
業
資

源
創
生
協
会
に
依
頼
し
、
仮
置
場

内
の
重
機
の
配
置
や
荷
下
ろ
し
補

助
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
、
仮
置

場
の
開
設
ま
で
に
配
置
し
て
も
ら

う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
中
の
策

定
を
目
指
し
て
、
群
馬
県
が
行
う

策
定
研
修
に
職
員
を
参
加
さ
せ
て

い
て
、
こ
の
計
画
に
は
災
害
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
、
仮
置
場
の
設
置

な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

答
︵
総
務
課
長
︶

て
は
、
村
民
の
方
へ
お
示
し
し
た

経
緯
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
知
方
法

と
し
て
は
、
村
有
施
設
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
目
に
つ
き
や
す

い
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
村
有
施
設
の
ほ
か
、

多
く
の
民
間
施
設
で
も
目
立
つ
と

こ
ろ
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
あ

り
ま
す
。

　

設
置
場
所
の
状
況
等
に
つ
い
は
、

一
般
財
団
法
人
日
本
救
急
医
療
財

団
が
運
営
す
る
財
団
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

瞬
時
に
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
民
間
施
設
の
設
置
状

況
等
も
併
せ
、
現
在
い
る
所
の
設

置
場
所
の
状
況
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
　
片
品
村
の
施
設
等
に
所
有
、

設
置
し
て
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
と
村
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

村民 暮らし 豊かの を に−

−委員が慎重に討議しました



　

執
行
率
が　

数
％
と
い
う
こ
と

で
数
字
だ
け
追
っ
て
い
く
と
何
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
同
意
書
の
問
題
や
、

事
業
を
進
め
て
い
く
と
想
定
し
て

い
な
い
問
題
が
発
生
し
て
き
た
り

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
う

し
た
様
々
な
事
情
で
、
継
続
検
討

に
な
っ
た
り
、
本
当
に
駄
目
な
も

の
は
、　

月
の
執
行
状
況
の
確
認

を
す
る
中
で
、
こ
れ
は
駄
目
で
す

か
ら
切
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

協
議
事
項

問　
　
区
や
地
区
か
ら
の
要
望
事
項

の
執
行
率
が
﹁
約
　
％
﹂
以
下
と

あ
ま
り
に
も
低
く
、
年
々
要
望
件

数
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い

て
い
る
が
、
も
っ
と
執
行
で
き
な

い
の
か
。

　
人
の
問
題
、
お
金
の
問
題
と
話

が
出
る
が
、
そ
こ
を
行
う
の
が
行

政
の
仕
事
で
あ
り
、
進
め
ら
れ
な

い
事
案
は
、
区
や
地
区
に
事
情
説

明
し
、
削
除
な
の
か
継
続
す
る
の

か
し
な
い
と
解
決
し
な
い
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

要
望
事
項
は
結
構
な
件
数
が
あ

り
、
特
定
の
区
に
偏
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
緊
急
な
も
の
は
早
急

に
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
努
力
は
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
員
や
予
算
に
も
限
り
が
あ
り
、

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　
　

月
に
区
要
望
の
関
係
で
各
区

長
さ
ん
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
議
員
の
方
々
に
も
来
て

い
た
だ
い
て
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
、
で
き
る
限
り
や
れ
る
よ
う
な

方
向
に
も
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
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問　
　
各
地
区
の
公
共
施
設
に
お
い

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
な
っ
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
と
思
う
が
、

災
害
が
起
き
た
と
き
で
も
、
高
齢

者
の
方
や
車
椅
子
の
方
も
不
便
無

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。

問　
　
水
環
境
を
守
る
目
的
に
お
い

て
、
自
然
を
売
り
に
し
た
利
根
川

の
上
流
の
村
が
、
汚
水
処
理
の
普

及
率
が
群
馬
県
下
、
利
根
沼
田
地

域
の
中
で
も
非
常
に
低
い
と
い
う

数
値
が
出
て
い
る
。
現
状
の
取
り

組
み
で
は
汚
水
処
理
の
普
及
率
は

上
が
ら
な
い
と
思
う
。

　
新
た
な
汚
水
処
理
施
設
が
望
め

な
い
中
、
下
水
道
や
農
集
排
へ
の

加
入
は
も
ち
ろ
ん
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
補
助
率
や
標
準
工
事
費
等
を
分

か
り
易
く
広
報
等
に
掲
載
す
る
と

か
、
昭
和
村
の
様
に
農
集
排
同
様

に
合
併
浄
化
槽
を
村
で
一
括
管
理

す
る
方
法
も
あ
る
の
で
検
討
し
て

ほ
し
い
。

問　
　
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
な

か
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
２
０

２
５
年
が
一
つ
の
区
切
り
で
、
２

０
４
０
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
、

介
護
福
祉
施
設
等
に
入
居
し
た
く

て
も
入
居
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
待
機
難
民
が
更
に
増
加
し
て

く
る
の
で
、
今
か
ら
保
健
福
祉
行

答
︵
教
育
長
︶

　

体
育
館
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
所
も
あ
り

ま
す
が
、
全
く
段
差
を
な
く
す
と

い
う
の
は
、
急
に
は
無
理
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
ト
イ
レ
の

手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
、
総
務

課
と
も
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

課
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
総
務

答
︵
村
長
︶

　

非
常
に
い
い
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
提

案
の
あ
っ
た
や
り
方
で
進
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問　
　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
依
然
と

し
て
林
道
沿
い
な
ど
で
見
か
け
ら

れ
る
が
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
注
意
喚
起
の
看
板
等
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
︵
副
村
長
︶

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

よ
く
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
所
に

つ
い
て
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
り
、

住
民
か
ら
の
通
報
等
に
つ
い
て
も

農
林
建
設
課
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
土
地
の
所
有
者
に

片
づ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
所
有
者
が
不
在
な
ど
の
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
か
ら

出
向
い
て
処
分
を
し
た
例
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
積
極

的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
や
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

常 会 活動員委任
産業民教常任委員会

の



　
登
戸
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
域
は
ス
キ

ー
客
の
宿
を
中
心
に
現
在
約
　
軒

が
立
ち
並
ん
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
繁
忙
期
に
は
大
変
な
水
不
足

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
１
９
８
５
年
に

約
３
ｋ
ｍ
離
れ
た
沢
か
ら
導
水
管

を
引
き
貯
水
槽
を
設
置
し
、
大
品

水
道
組
合
を
設
立
し
た
う
え
で
、

各
戸
へ
給
水
を
始
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
水
道
の
維
持
、
管
理
を

行
っ
て
い
る
大
品
水
道
組
合
で
す

が
、
組
合
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
水
源
か
ら
ペ
ン
シ
ョ

ン
地
域
ま
で
の
導
水
管
や
バ
ッ
ク

の
維
持
管
理
等
を
行
う
こ
と
が
難

陳
情
に
つ
い
て

40

政
・
介
護
福
祉
政
策
を
段
々
と
進

め
て
い
か
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
民
間
が
無
理
な
ら
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
等
を
社
会
福
祉
協
議
会
で
進

め
て
頂
き
た
い
。

問　
　
冬
期
除
雪
員
の
契
約
方
法
と

雇
用
形
態
は
ど
の
よ
う
に
行
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
も
ち
ろ
ん
青
天
井
で
な
く
、
上

限
が
あ
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

　
現
状
で
賃
金
格
差
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
、
真
夜
中
か
ら
大
変
な

作
業
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
賃

金
の
底
上
げ
を
お
願
い
し
た
い
。

答
︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
ぜ
ひ
村

に
一
つ
は
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で

以
前
に
も
桜
花
苑
に
相
談
し
ま
し

た
が
、
人
手
が
な
く
て
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
利
根
沼
田

地
域
で
も
働
く
人
が
見
つ
か
ら
な

く
て
、
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
が
、
引
き

続
き
公
募
等
に
よ
り
事
業
者
募
集

の
努
力
は
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　
　
県
の
企
業
局
が
２
０
３
０
年

ま
で
に
﹁
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣

言
﹂
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

で
県
内
に
５
か
所
の
小
水
力
発
電

所
の
建
設
を
行
う
施
策
が
あ
る
が
、

１
番
目
は
安
中
市
の
霧
積
ダ
ム
、

２
番
目
は
川
場
村
の
薄
根
川
に
建

設
が
決
定
し
た
。

　
群
馬
県
の
調
査
に
お
い
て
、
片

品
上
流
ダ
ム
も
適
地
で
あ
る
と
の

結
果
が
出
て
い
る
。

　
民
間
企
業
の
参
入
も
あ
る
が
、

 

﹁
脱
カ
ー
ボ
ン
宣
言
﹂
し
た
本
村

も
、
企
業
局
に
働
き
掛
け
て
も
ら

い
た
い
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
最
長
の
方
と
最
短
の
方
の
委
託

料
に
は
差
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
あ
り
ま
す
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
　
特
措
法
改
正
案
に
お
い
て
、

土
地
所
有
者
不
明
の
土
地
対
策
で
、

市
町
村
の
権
限
強
化
と
い
う
記
事

が
新
聞
記
事
に
あ
っ
た
が
、
公
共

工
事
等
で
支
障
を
き
た
す
場
合
に

適
用
で
き
る
の
か
。

（
委
員
長
　
千
明
　
　
勉
）
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が
い
い
の
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。

　
群
馬
県
自
体
も
、
企
業
が
や
っ

て
く
れ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
補
助

金
を
出
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
と

思
う
の
で
、
推
移
を
見
守
り
な
が

ら
、
随
時
、
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　
企
業
局
に
申
し
込
ん
で
採
択
に

な
る
の
に
は
結
構
時
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
な
ら
、

民
間
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
う

答
︵
村
長
︶

　
所
有
者
不
明
の
、
特
に
林
に
つ

い
て
は
境
界
が
分
か
ら
な
い
な
ど

の
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
つ

の
山
全
体
を
、
例
え
ば
村
で
管
理

す
る
な
ど
、
林
野
庁
か
ら
来
て
い

る
職
員
が
、
今
、
い
ろ
い
ろ
と
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
中
で
ど
う
い
う
方
法
が
一

番
い
い
か
。
例
え
ば
間
伐
な
ど
も

村
に
全
部
任
せ
る
制
度
も
あ
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
付
託
さ
れ
た
陳
情
に
対
し
て
、

産
業
民
教
常
任
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
審
査
報
告
書
は
次
の
と
お

り
︵
抜
粋
︶
で
す
。

し
く
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

登
戸
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
域
を
村
営
水

道
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

　
９
月
７
日
に
当
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
よ
う
な
意
見
で
し
た
。

　
登
戸
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
域
の
村
営

水
道
化
に
つ
い
て
は
、
水
源
の
確

保
の
問
題
等
で
群
馬
県
へ
の
申
請

と
許
可
が
必
要
な
給
水
区
域
に
指

定
す
る
の
は
難
し
い
と
の
こ
と
な

ど
か
ら
、
実
施
が
見
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時

と
は
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

事
業
を
ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
こ
と
が

必
要
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、水
道

組
合
員
の
高
齢
化
が
、
地
域
の
水

道
の
維
持
、
管
理
に
著
し
く
支
障

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
、
何
よ
り

も
安
全
な
水
は
人
の
営
み
の
根
幹

に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
安
定
し

た
給
水
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
陳

情
の
趣
旨
を
理
解
し
、
村
営
水
道

で
の
給
水
を
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

１
　
議
案
の
名
称

２  

審
査
の
経
過
及
び
意
見

　
以
上
の
よ
う
な
審
査
経
過
を
踏

ま
え
て
、
当
委
員
会
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
陳
情
第
１
号
に
つ
い
て
は
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

３  

審
査
の
結
果

・
陳
情
に
つ
い
て
　

　︵
令
和
４
年
９
月
１
日
付
託
︶

・
陳
情
第
１
号

　﹁
登
戸
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
域
﹂

　
を
村
営
水
道
に
お
願
い
す
る

　
こ
と
に
関
す
る
陳
情
書

・
陳
情
者

　
登
戸
組
長

　
　
　
　
　
　
戸
丸
　
金
久

　
大
品
水
道
組
合
村
営
水
道

　
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
小
山
　
隆
之
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八
ッ
場
ダ
ム
は
２
０
１
９
年

　
月
　
日
に
上
陸
し
た
台
風
　

号
に
お
け
る
水
害
を
食
い
止
め

た
こ
と
で
、
近
年
、
全
国
的
に

有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
前
も
民
主
党
政
権
下
で
の
建

設
中
止
等
話
題
も
多
く
注
目
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
令
和
２
年
３

月
に
完
成
し
た
八
ッ
場
ダ
ム
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
今

ま
で
の
ダ
ム
と
は
違
い
一
般
に

も
広
く
開
放
さ
れ
て
お
り
、
観

光
資
源
と
し
て
も
魅
力
的
な
ダ

ム
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ダ
ム
が

で
き
る
前
は
草
津
温
泉
等
へ
の

通
過
地
で
あ
り
ま
し
た
が
、
建

設
後
は
多
く
の
観
光
客
が
立
ち

寄
る
よ
う
に
な
り
活
気
が
出
て

て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
八
ッ
場
ダ
ム
関
連
の
整
備
事

業
で
は
、
４
社
が
株
式
会
社
を

立
ち
上
げ
指
定
管
理
で
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
施
設
は
ダ

ム
建
設
に
伴
う
水
源
地
域
対
策

基
金
で
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
地

区
ご
と
に
要
望
の
あ
っ
た
施
設

整
備
を
進
め
、
黒
字
の
時
は
収

益
の
３
割
を
町
へ
納
付
し
、
赤

字
で
の
補
填
を
町
で
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
の
駅
八

ッ
場
ふ
る
さ
と
館
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
も
黒
字
を
維
持
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
そ
の
他
の
会
社

で
も
ダ
ム
湖
に
沈
ま
な
か
っ
た

廃
線
を
利
用
し
た
自
転
車
型
ト

ロ
ッ
コ
や
水
陸
両
用
バ
ス
で
の

ダ
ム
湖
遊
覧
な
ど
ア
イ
デ
ア
を

活
か
し
た
観
光
振
興
で
黒
字
を

出
す
為
の
経
営
努
力
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
川
原
湯
温
泉

で
は
宿
泊
施
設
等
が
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
の
ひ
な
び
た
山
の
中
の
温
泉

地
を
求
め
て
き
て
い
た
お
客
様

が
離
れ
て
い
っ
た
状
況
も
あ
る

そ
う
で
、
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
一
番
興
味
を

引
い
た
の
が
移
住
体
験
施
設
の

﹁
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や
ん
ば
﹂

で
す
。
こ
の
施
設
に
は
家
庭
菜

園
付
き
の
住
宅
が
　
棟
あ
り
年

間
　
万
円
で
貸
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
満
室
状
態
で
今
ま
で
に

１
組
が
町
に
移
住
し
た
そ
う
で

す
。
全
国
的
に
人
口
が
減
っ
て

い
る
中
で
定
住
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
こ
う
し

た
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
に

力
を
い
れ
、﹁
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
や
ん
ば
﹂
は
そ
の
一
つ
の
方

法
で
あ
り
、
十
分
に
目
的
を
果

た
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
長
野
原
町
で
も
片
品
村
と
同

様
に
毎
年
１
０
０
名
ほ
ど
人
口

が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
片

品
村
で
も
定
住
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
ず
は
関

係
人
口
を
増
や
す
こ
と
か
ら
取

り
組
み
、
独
自
の
特
色
︵
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
︶
を
考

え
検
討
し
、
移
住
体
験
が
で
き

る
施
設
や
住
宅
等
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

総務環境常任委員会総務観光常任委員会
～行政視察報告～
■視察の期間

■視察の場所

■視察の目的

令和４年７月 ２１日

長野原町役場

■
視
察
先
の
概
要

⑴
活
気
の
あ
る

　
　
　
八
ッ
場
ダ
ム

⑵
今
後
の
課
題

⑶
移
住
に
繋
げ
る

観光地としての八ッ場ダムの活用及び
人口減少対策の調査研究を行う。

10

12

19

48

10

（
委
員
長
　
萩
原
　
和
典
）
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・
２
０
１
１
年
に
間
伐
材
を
活

  
用
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造

  

工
場
を
稼
働
。

・
２
０
１
２
年
に
村
営
の
﹁
き

  

の
こ
セ
ン
タ
ー
﹂
を
稼
働
。

・
２
０
１
５
年
に
木
質
ペ
レ
ッ

  

ト
を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ

  

オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
設
備
を

  

導
入
し
、
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

  

へ
電
気
・
熱
の
供
給
を
開
始

  

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
雇
用

の
場
が
で
き
、
村
人
口
の
２
割
が

Ｉ
タ
ー
ン
等
の
移
住
者
で
す
。

　

片
品
村
は
、
災
害
時
、
東
電

か
ら
の
電
気
の
供
給
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
時
に
、
必
要
と
な
る
非

常
用
発
電
設
備 

︵
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
︶
を
役
場
に
設
置
す
る

工
事
費
と
し
て
、
令
和
４
年
度

の
当
初
予
算
の
中
に
７

０
０
０

万
円
の
予
算
計
上
を
し
ま
し
た
。

　

片
品
村
は
、
令
和
４
年
２
月

に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣

言
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
・
研
究

特
別
委
員
会
で
は
、
太
陽
光
発

電
の
電
気
を
庁
舎
の
昼
の
電
気

で
使
い
、
余
剰
電
力
を
蓄
電
池

に
蓄
え
て
夜
間
の
電
気
と
し
て

使
い
、
災
害
時
に
悪
天
候
が
続

い
た
場
合
に
は
不
足
す
る
電
気

を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
で
供
給
す

る
シ
ス
テ
ム
を
形
作
り
、
６
月

に
執
行
部
に
提
案
を
し
ま
し
た
。

︵
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
１
７
３
号
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。︶                 

　

執
行
部
は
、
こ
の
提
案
を
参

考
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ト
の
構
築
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
公
募
し
、
業
者
選
定

を
進
め
て
い
く
予
定
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
９

月
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で

７

０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

 

・ 

研
究
特
別
委
員
会
は
、 

令
和

４
年
４
月
に
、
脱
炭
素
の
取
組

を
早
く
か
ら
進
め
て
い
る
先
進

地
・
上
野
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｏ
２
を　

％
削
減
す
る

自
治
体
を
先
行
地
域
と
し
て　

自
治
体
を
認
定
し
、
補
助
金
に

よ
る
支
援
を
優
先
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
上
野
村
は
そ
の
先
行
地

域
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
、
﹁
地
域

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ト
に
よ
る
災

害
時
の
停
電
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
﹂

た
め
に
、
群
馬
県
と
共
同
で
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
、
事
業

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
ｓ
ｔ
ス
テ
ッ
ブ
と
し
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
間
で

太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
を
作
り
、
令
和
３
年
よ

り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
太
陽
光
発
電
、

蓄
電
池
で
電
気
を
賄
い
、
災
害

時
に
は
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
、

不
足
す
る
電
気
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
で
賄
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

何
も
し
な
け
れ
ば
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
む
と
の
危
機
感

が
あ
り
、村
営
の
事
業
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

再生可能エネルギー調査・研究特別委員会

活動報告
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　  

か
ら
地
域
雇
用
の
場
へ

予
算
計
上

マイクログリットとは？

ワンポイント解説

　マイクログリット（小規模電
力網）とは、『エネルギー＝供給
源』と 『消費施設』を一定範囲
でまとめて、エネルギーを地産
地消する仕組みのこと。
　エネルギーの供給には再生可
能エネルギーが利用される。

木質バイオマスガス化発電装置

（
委
員
長
　
飯
塚
　
美
明
）

65

30

，

，
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発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
千
明
　
道
太
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

編  

集  

後  

記

編

集

委

員

長

北
澤  

佳
子

　
片
品
村
の
秋
も
ぐ
っ
と
深
ま
り
、
２
０

２
２
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
天
候
は
豪
雪
に
始
ま
り
、
修
正

さ
れ
た
梅
雨
明
け
、
猛
暑
、
台
風
等
に
振

り
回
さ
れ
る
一
年
で
、
村
内
の
農
作
物
や

観
光
の
影
響
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま

た
最
近
の
円
安
に
よ
り
国
内
経
済
も
厳
し

い
状
況
で
、
止
ま
ら
ぬ
物
価
の
上
昇
は
我

々
の
家
計
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
い
く
つ
か
印
象
に
残
る
事
が
あ
り

ま
す
が
、
甲
子
園
で
は
じ
め
て
東
北
勢
を

優
勝
に
導
い
た
、
仙
台
育
英
高
校
の
須
江

監
督
の
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

﹁
青
春
は
す
ご
く
密
﹂
と
い
う
言
葉
に
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

何
を
す
る
の
に
も
制
約
が
あ
る
中
で
諦
め

な
か
っ
た
選
手
に
対
す
る
気
持
ち
や
、
東

北
の
地
域
や
人
々
に
﹁
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
﹂
と
い
う
言
葉
、
ま
た
全
国
の
高

校
生
の
努
力
を
讃
え
る
気
持
ち
に
感
動
し

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
苦
し
い
状
況
を
過

ご
し
て
き
た
国
民
に
も
届
く
言
葉
は
、
心

に
響
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
気
候
変
動
に
よ
る
変
化
や
コ
ロ

ナ
の
影
響
な
ど
、
つ
ら
い
状
況
は
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
が
健

康
で
い
る
こ
と
を
祈
念
し
、
編
集
後
記
と

い
た
し
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

北澤　佳子

狩野　孝夫

飯塚　美明

星野　栄二

髙山　悦夫

萩原　正信

視聴方法

１２月議会を傍聴しませんか！

http：//www.vill.katashina.gunma.jp/
片品村ホームページＵＲＬ

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、12 月  2 日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の

質疑応答は片品村公式ホームページ（HP）の

議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について
 　年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信して
いますので、是非ご覧ください。

 ☆携帯電話でもご覧いただけます。

①片品村ホームページトップ画面右側
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」

  どちらかをクリック尾瀬の郷 片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について
会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

議 会 活 動 日 誌

８
　  

月

９
　  

月

  

　
月

７
　
　
月

4 日

 〃  

 〃  

 〃  

17 日

 〃  

21 日

令和４年度金婚式・高齢者夫婦表彰式

第 87 回利根招魂際

議会運営委員会

第６回議会臨時会

檜枝岐村議会との交流会

利根郡町村議会議長会 10 月定例議長会

利根沼田学校組合議員協議会

尾瀬高校創立 60 周年記念式典

20 日
 〃  

21 日
22 日
26 日
27 日
 〃  
 〃  

28 日

議会と区長との懇談会
国、県出先機関事業概要説明会
総務観光常任委員会行政視察
群馬県町村議会議長会理事会
非核平和行進
利根沼田広域圏７月議会定例会
利根沼田学校組合議員協議会
利根郡町村会自治功労者表彰
管内視察

10 日

19 日
22 日

 
〃  

 〃  
24 日
 〃  
 〃  

利根郡町村議会議員・議会事務局長
研修会
特別会計等各運営委員会、運営協議会
利根地方総合開発協会理事・代表幹事
合同会議
利根郡町村議会議長会８月定例議長会
利根沼田学校組合議会定例会
民生児童委員推薦委員会
議会運営委員会
議会全員協議会

1 日

〃  

2 日

7 日

〃  

9 日

〃 

15 日

第５回議会定例会開会

議会全員協議会（決算説明）

議会全員協議会（補正予算説明）

総務観光常任委員会

産業民教常任委員会

第５回議会定例会閉会

むらづくりに対する特別委員会

第 49 回福祉パレード

「知的障害者福祉月間記念行事」

むらづくりに対する特別委員会行政視察

議 会 活 動 日 誌

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

10

26  〜 27 日

6 〜 7 日

管内視察（牛の平基盤整備工事） 利根郡町村議会議員研修会（片品村文化センター）




